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	応用
	抗原情報
	背景
	CDC様キナーゼ4（CLK4） ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、CDC2様タンパク質キナーゼ（CLK）ファミリーに属する。このタンパク質キナーゼは、スプライソソームの形成に重要な役割を果たすことが知られているセリンおよびアルギニンリッチ（SR）タンパク質と相互作用し、リン酸化することができるため、選択的スプライシングの制御に関与している可能性がある。イスラエルのスナネズミ（Psammomys obesus）を用いた研究では、高度に保存されたユビキチン様タンパク質であるユビキチン様5（UBL5/BEACON）が、このキナーゼと相互作用し、その活性を制御する可能性が示唆されている。複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが観察されているが、その全長は未だ解明されていない。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：スプライセオソーム複合体のセリンおよびアルギニンリッチ（SR）タンパク質をリン酸化する。SRタンパク質がRNAスプライシングを制御することを可能にする調節機構ネットワークの構成要素である可能性がある。セリン、スレオニン、チロシンをリン酸化する。MAPT/TAUの選択的スプライシングの制御に必要。,PTM：3種類の残基すべてを自己リン酸化。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。CMGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。Lammerサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット：UBL5と相互作用する。,組織特異性：肝臓、腎臓、心臓、筋肉、脳で発現する。,
	研究分野
	-
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	HT-29細胞ライセートのCLK4抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CLK4 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	CLK4 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト心臓の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

